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開
業
初
年
度
は
、
診
療
報

酬
も
少
な
く
経
費
が
多
額
と

な
り
、
損
失
（
赤
字
）
と
な

る
申
告
が
予
想
さ
れ
る
。
こ

の
赤
字
は
、
青
色
申
告
者
に

限
り
、
翌
年
以
後
３
年
分
の

黒
字
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
初

年
度
黒
字
で
あ
る
場
合
に

は
、
専
従
者
給
与
や
青
色
申

告
特
別
控
除
（
10
万
円
又
は

65
万
円
）
な
ど
の
青
色
申
告

の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

青
色
申
告
の
申
請
書
は
、

開
業
か
ら
２
カ
月
以
内
か
開

業
年
の
３
月
15
日
の
い
ず
れ

年
度
は
白
色
申
告
と
な
り
、

赤
字
の
繰
り
越
し
は
認
め
ら

れ
な
く
な
る
。
初
年
度
の
赤

字
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
忘
れ
ず
申
請
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

同
時
に
開
業
初
年
度
の
申

告
書
を
期
限
内
に
提
出
す
る

出
し
た
費
用
は
、
繰
延
資
産

と
し
て
一
旦
財
産
に
計
上

し
、
こ
れ
を
５
年
以
内
に
任

意
に
取
り
崩
し
て
償
却
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
将
来
黒
字
と
な
っ

た
時
点
で
任
意
の
金
額
を
経

費
に
計
上
す
る
こ
と
が
可
能

　

開
業
費
と
は
、
医
業
開
業

に
関
し
て
特
別
に
支
出
し
た

も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
開
業
に
直
接
関
連
す
る

研
修
費
、
調
査
費
、
図
書

費
、
交
際
費
、
交
通
費
等
が

該
当
す
る
。
後
日
の
調
査
に

備
え
る
た
め
、
開
業
と
の
関

事
が
要
件
と
な
る
。
初
年
度

が
赤
字
で
あ
る
か
ら
と
言
っ

て
、
期
限
後
申
告
と
な
ら
な

い
よ
う
に
十
分
留
意
す
る
。

開
業
費
の
計
上
を

忘
れ
な
い

　

開
業
ま
で
に
、
特
別
に
支

　

協
会
経
税
部
と
保
団
連
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
医
療
機
関

へ
の
税
務
行
政
の
改
善
を
求

め
て
２
月
15
日
、
大
阪
国
税

局
と
懇
談
し
た
。
協
会
の
冨

本
昌
之
副
理
事
長
・
経
税
部

長
と
安
藤
元
博
医
科
協
会
副

理
事
長
ら
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
協

会
の
役
員
・
事
務
局
13
人
が

参
加
し
た
。
国
税
局
総
務
部

総
務
課
長
補
佐
の
岡
本
和
之

氏
ら
が
応
対
し
た
。

　

冨
本
部
長
は
、
税
務
調
査

の
権
限
強
化
と
な
る
新
国
税

通
則
法
に
つ
い
て
、「
納
税

者
の
権
利
憲
章
が
盛
り
込
ま

れ
な
い
ま
ま
『
改
正
』
さ
れ

た
。
同
法
の
運
用
い
か
ん
で

は
、
厳
し
い
医
院
経
営
を
強

い
ら
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。

医
療
機
関
に
与
え
る
影
響
を

含
め
て
意
見
交
換
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
事
前
に
申
し

入
れ
た
「
税
務
行
政
の
改
善

を
求
め
る
要
望
」
へ
の
回
答

の
後
、
カ
ル
テ
の
開
示
や
反

面
調
査
、
修
正
申
告
、
新
国

税
通
則
法
な
ど
を
め
ぐ
り
懇

談
し
た
。

　

協
会
か
ら
「
カ
ル
テ
の
開

示
に
同
意
し
な
い
場
合
、
調

査
拒
否
と
み
な
さ
れ
な
い
の

か
」
と
質
し
た
と
こ
ろ
、

「
一
般
調
査
の
場
合
は
、
任

意
の
調
査
だ
。
納
税
者
の
了

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
と

泉
州
地
区
準
備
会
は
、
大
前

政
利
氏
（
り
ん
く
う
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
歯
科
口
腔
外
科

部
長
）
を
講
師
に
「
口
腔
粘

膜
疾
患
と
顎
顔
面
領
域
の
神

経
疾
患
の
対
応
」
を
２
月
８

日
に
岸
和
田
市
の
浪
切
ホ
ー

ル
で
開
い
た
。
会
員
25
人
が

参
加
し
た
。

　

目
に
見
え
な
い
痛
み
で
あ

る
舌
痛
症
は
、
午
後
か
ら
夕

方
に
な
る
に
つ
れ
て
痛
み
が

増
強
す
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
ア
ズ
レ
ン
製
剤
が
有
効

で
半
数
の
患
者
は
治
癒
す

る
。
治
癒
し
な
い
場
合
は
抗

う
つ
剤
を
用
い
る
と
か
な
り

の
患
者
に
効
果
が
あ
る
と
の

こ
と
。
し
か
し
、
も
っ
と
も

大
切
な
こ
と
は
患
者
の
痛
み

を
理
解
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ

と
述
べ
た
。 

　

ほ
か
に
、
我
わ
れ
が
比
較

解
を
得
た
上
で
や
る
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。
逸
脱
し

た
事
例
が
あ
れ
ば
税
務
署
総

務
課
窓
口
に
相
談
し
て
ほ
し

い
」
と
回
答
し
た
。

的
よ
く
遭
遇
す
る
乳
頭
腫
、

繊
維
腫
、
血
管
腫
、
ア
フ
タ

性
口
内
炎
、
ア
フ
タ
な
ど
や

白
板
症
、
扁
平
苔
癬
の
治
療

法
に
つ
い
て
、
多
く
の
臨
床

写
真
を
用
い
て
説
明
さ
れ

た
。
ま
た
、
顔
面
神
経
麻

痺
、
三
叉
神
経
痛
に
つ
い
て

診
断
の
コ
ツ
や
治
療
法
の
説

明
が
あ
っ
た
。 

　

最
後
に
大
前
氏
ら
が
施
術

し
た
頭
頚
部
で
世
界
初
の
ホ

ウ
素
中
性
子
捕
捉
療
法
に
つ

い
て
説
明
。
ホ
ウ
素
が
腫
瘍

に
特
異
性
に
取
り
込
ま
れ
る

ホ
ウ
素
化
合
物
を
事
前
に
投

与
し
て
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
性

子
を
照
射
す
る
方
法
で
あ

る
。
が
ん
細
胞
を
選
択
的
に

殺
す
の
で
現
在
注
目
さ
れ
て

い
る
治
療
法
で
あ
る
。

　

供
覧
さ
れ
た
症
例
の
一
つ

ひ
と
つ
は
、
参
加
者
に
多
く

の
感
銘
を
与
え
た
。

 

（
高
石
市
・
兵
頭
正
道
）

　

府
は
編
成
方
針
で
「
収
入

の
範
囲
内
で
予
算
を
組
む
原

則
を
徹
底
し
、
健
全
で
規
律

あ
る
財
政
運
営
を
確
保
」
と

説
明
す
る
が
、
正
反
対
の
予

算
案
に
な
っ
て
い
る
。

　

12
年
度
予
算
の
総
額
３
兆

１
９
２
億
円
の
う
ち
、
約
15

％
に
当
た
る
４
４
７
５
億
円

を
借
金
で
あ
る
府
債
で
ま
か

な
う
。
単
年
度
の
府
債
発
行

額
は
、
15
年
間
で
最
多
だ
。

府
債
残
高
は
、
過
去
最
高
の

６
兆
３
２
０
３
億
円
に
達

し
、
不
健
全
で
無
秩
序
な
財

政
運
営
が
顕
著
に
な
っ
て
い

る
。橋

下
前
知
事
の
借
金

１
兆
４
３
５
０
億
円

　

府
の
財
政
は
、
橋
下
徹
氏

が
知
事
に
就
任
し
た
08
年
か

ら
急
速
に
悪
化
し
た
。
維
新

「
改
革
」
を
進
め
た
08
〜
11

年
度
に
発
行
し
た
府
債
は
１

兆
４
３
５
０
億
円
。
太
田
府

政
時
代
の
９
７
６
１
億
円

（
04
〜
07
年
度
）
を
は
る
か

に
上
回
っ
て
い
る
。

　

橋
下
氏
は
、
医
療
や
福
祉

な
ど
の
府
民
向
け
施
策
を
大

幅
に
削
る
「
収
支
改
革
」
を

宣
伝
。
千
里
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
へ
の
支
援
事
業
費
３
・

５
億
円
や
、
防
潮
・
津
波
対

策
予
算
の
４
割
カ
ッ
ト
な

ど
、
府
民
の
命
と
健
康
を
守

る
最
重
要
施
策
に
ま
で
切
り

込
ん
だ
。

　

そ
の
一
方
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ

と
な
る
。

　

た
だ
し
、
一
個
10
万
円
以

上
の
備
品
な
ど
の
資
産
は
開

業
費
で
は
な
く
減
価
償
却
資

産
と
な
り
、
耐
用
年
数
で
強

制
的
に
減
価
償
却
さ
れ
る
の

で
、
任
意
の
金
額
を
必
要
経

費
と
す
る
事
は
で
き
な
い
。

連
性
を
説
明
で
き
る
よ
う
に

記
録
す
る
な
ど
し
て
お
く
。

給
与
の
源
泉
徴
収

の
届
出

　

従
業
員
等
に
支
払
う
給
与

が
一
人
当
た
り
月
額
８
万
７

千
円
を
超
え
る
場
合
は
、
給

与
か
ら
源
泉
徴
収
税
額
を
天

引
き
し
、
こ
れ
を
従
業
員
に

代
わ
っ
て
税
務
署
に
納
付
す

る
義
務
が
あ
る
。

　

こ
の
源
泉
徴
収
税
額
は
、

月
末
締
め
の
翌
月
10
日
払
い

と
な
る
が
、
納
期
の
特
例
の

届
出
を
す
れ
ば
年
間
２
回

（
７
月
と
１
月
）
に
ま
と
め

て
納
付
が
可
能
で
あ
る
。

　

こ
の
届
出
は
、
届
出
書
提

出
の
翌
月
か
ら
効
力
が
生
じ

る
の
で
、
給
与
支
払
月
の
前

月
ま
で
に
届
出
す
る
と
良

い
。源

泉
徴
収
税
額
の

還
付
を
受
け
る

　

開
業
年
に
、
医
業
（
個
人

事
業
）
所
得
以
外
の
給
与
な

ど
の
所
得
が
あ
る
場
合
に

は
、
医
業
所
得
と
併
せ
て
申

告
す
る
。

　

医
業
が
赤
字
の
場
合
、
他

の
同
一
年
の
黒
字
の
所
得
と

通
算
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
給
与
に
つ
い
て
は
、
源

泉
徴
収
税
額
が
天
引
き
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
こ
の
源
泉
税

額
や
開
業
初
年
度
の
社
会
保

険
診
療
報
酬
か
ら
天
引
き
さ

れ
た
源
泉
徴
収
税
額
が
還
付

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

開
業
初
年
度
の
税
務

税
理
士　

西
村　
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史
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大阪府財政資料から作成

「舌痛症の半数はアズレン
製剤で治癒する」と説明す
る大前政利氏＝２月８日、
岸和田市内　　　　　　　

舌
痛
症
は
痛
み
の
理
解
か
ら

神
経
疾
患
の
対
応
で
講
習
会

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

泉 

州 

地 

区 

準 

備 

会

過去最高の府債残高
維新「改革」で財政悪化

か
遅
い
日
ま
で

に
所
轄
税
務
署

長
宛
に
提
出
す

る
。
こ
れ
を
怠

る
と
、
開
業
初

　

大
阪
府
は
２
月
16
日
、
２
０
１
２
年
度
一
般
会
計
予

算
案
を
発
表
し
た
。
松
井
一
郎
府
政
下
で
初
め
て
と
な

る
予
算
編
成
を
解
説
す
る
。

ル
購
入
や
関
空
二
期
人
工
島

埋
め
立
て
工
事
な
ど
、
採
算

の
見
合
わ
な
い
事
業
に
巨
費

を
つ
ぎ
込
ん
だ
。〝
人
か
ら

コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
〞
の
維
新

「
改
革
」
の
実
態
は
、
借
金

に
ま
み
れ
た
４
年
間
だ
っ

た
。

　

「
改
革
」
が
財
政
難
を
深

刻
化
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
松
井
氏
は
「
改
革
の
焔

（
ほ
の
お
）
を
絶
や
す
こ
と

な
く
」
継
承
す
る
こ
と
を
主

張
。
公
約
で
、
地
下
鉄
な
に

わ
筋
線
（
総
事
業
費
４
千
億

円
）
や
高
速
道
路
淀
川
左
岸

線
（
同
３
５
０
０
億
円
）
な

ど
、
橋
下
知
事
時
代
と
同

様
、
利
権
政
治
の
象
徴
で
あ

る
大
型
公
共
事
業
の
推
進
を

掲
げ
た
。

　

予
算
案
で
も
、
財
政
状
況

を
無
視
し
た
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
並
ん
で
い
る
。

 

（
つ
づ
く
）

維新「改革」による救命救急センター事業への影響

◇千里救命救急センター：支援事業費3.5億円廃止
◇三島救命救急センター： 補助金4500万円削減案 

を公表
◇泉州救命救急センター： 2013年度に泉佐野市に 

事業移管
◇中河内救命救急センター：東大阪市に事業移管


